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   本単元で目指す児童の姿  

本単元で目指す

児童の姿 

自分で選んだ乗り物の「役目」，「つくり」，「で

きること」を，乗り物の本や図鑑から重要な語や

文を選びながら読み取り，乗り物について共通点

や相違点を見付けながら，分かったことをまとめ

て伝えている。 

育成を目指す 

資質・能力 

知識及び技能 
共通・相違・事柄の順序など情報と情報との関

係について理解することができる。 

思考力，判断力，

表現力等 

 文章の中の重要な語や文を考えて選び出すこ

とができる。           

学びに向かう力，

人間性等 

言葉がもつよさを感じるとともに，楽しんで読

書をし，国語を大切にして，思いや考えを伝え合

おうとする。 

       課題発見・解決学習の過程 

 

 

              

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「役目」と「つくり」と「でき

ること」の順番でクイズをつくる

ことができたよ。 

乗り物には，たくさ
んのひみつがあるね。 

情
報
の
収
集 

 パフォーマンス課題 

 私たちの生活の中には，たくさんの「働く乗

り物」が活躍しています。乗り物博士になって，

自分のお気に入りの「働く乗り物」を本や図鑑

から選び，来年小学校に入学してくる年長さん

にクイズを出して，分かりやすく説明しましょ

う。 

整
理
・
分
析 
ま
と
め
・
創
造
・
表
現 

振
り
返
り 

実
行 

年長さんに分かりやすく乗り物の特徴を伝えるには，どうすればいいのだ

ろう。 

塩谷・日之浦方面 

日之浦→塩谷 

単元構成（思考のプロセス） 

ルーブリック（見直し・改善） 

主体的・対話的で深い学びのための指導のポイント 

児童が「働く乗り物」のクイズを作成し，来年入学す

る年長児童に紹介するという相手意識，目的意識を明確

にした課題を提示する。 

「働く乗り物」の絵本の読み聞かせを行い，身近で活

躍している「働く乗り物」について興味をもたせる。 

国語科 第１学年１組  単元名 のりものはかせになって「はたらく のりもの」クイズ大かいをしよう（いろいろな ふね）       

○ 速さと道のり

が分かったから，

かかる時間を求

めたいな。 

 （時間の求め方） 

○ 道のりが分らな

い箇所がある。か

かる時間と速さは

分かっているか

ら，道のりを求め

てみたいな。 

（道のりの求め方） 

 

尺度 説明の文章 発表の話し方 

３ 

自分が調べた「働く車」が載っている図鑑から必

要な語や文を選び出し，「役目」，「つくり」，「でき

ること」に分けて文にまとめている。 

自分がまとめた「乗り物カード」のクイズを，役

目やつくり，できることから出して，答えが出た後

に絵や写真を使って分かりやすく説明している。 

２ 

自分が調べた「働く車」が載っている図鑑やカー

ドから，必要な語や文を選び出し，「役目」，「つく

り」，「できること」を文にまとめている。 

自分がまとめた「乗り物カード」のクイズを役目

やつくり，できることから出している。 

１ 
自分が調べた「働く車」が載っているカードから

必要な語や文を選び出している。 

自分がまとめた「乗り物カード」のクイズをみん

なの前で出している。 

 

５ ３ 

４ 

パフォーマンス課題の設定 

教材文「いろいろな ふね」を読み取り，４つの船のひみつを見付ける。 

課
題
の
設
定 

 教師が乗り物博士になった，「乗り物カード」の発表を聞いて，課題を
見付け，見通しをもつ。 

２ 

１ 

乗り物のひみつを
もっと知りたいな。 

「乗り物カード」を作
って，年長さんに紹介し
たいな。 

 客船は，たく

さんの人を運

ぶための船だ

ね。 

 フェリーボー

トは，客室や車を

停めておくとこ

ろがあるね。 

 漁船は，見
付けた魚を
網でとるこ

とができる
ね。 

４つの船の乗り物カードを比較して，カードのまとめ方を整理する。 

「役目」と「つくり」と「で

きること」をわけて書くと

分かりやすいね。 

「～ための」や「ありま

す」に気を付けて，大事な言

葉や文だけを選んで色分け

をしよう。 

乗り物の写真がある

と分かりやすいね。 

観光バスは，旅行をする

人を乗せるためのバスで

す。 

パトカーは，緊急の時にま
わりにパトカーがいること
を知らせるために「赤しょく
とう」があります。 

はしご車は，はしごがあ
るから高い所の火事を消し
たり，逃げ遅れた人を助け
出したりします。 

本や図鑑から自分で乗り物を選び，「乗り物カード」にまとめる。 

クラスで乗り物クイズ大会を開いてよりよいクイズにするためにどうしたらよい

か話し合う。 

教材文を「始め（話題提示）」，「中（四つの例示）」，

「終わり（まとめ）」に分け，説明文の典型的な文章構成

をつかませる。思考の型を用いながら読み取り，「『いろ

いろなふね』には違う役目があって，それぞれの役目に

合うつくりになっている」ということを捉えさせる。 

本や図鑑から，自分のお気に入りの働く車の写真を選

ばせ，タブレットを活用して取り込ませる。 

 様々な「働く車」に興味をもつことができるように，

乗り物ブックコーナーを教室に設置し，働く車に関する

本や図鑑の並行読書を行う。 

 乗り物カードは，教材文の大切な言葉を選び出すこと

ができるようにするために，始めは大切な言葉を抜き出

す乗り物カードを使用し，徐々に文章から「役目」，「つ

くり」，「できること」が自分で選び出すことができるよ

うにする。 

年長児童に分かりやすいように「役目」，「つくり」，

「できること」から大切な言葉を選んでクイズを作ら

せる。 

ペアやグループで，自分がつくった乗り物クイズを

出し合わせ，相手に分かりやすくクイズが出せている

か検証させ，よりよいクイズにさせる。 

 

振り返りの場面では，働く乗り物のひみつを写真と

文で分かりやすく説明することができたかを振り返り

今後の学習に生かしていく。 
大事な言葉を選んでクイ

ズにすることができたよ。 

写真を使って分かりやす

く説明することができた

よ。 

それぞれの船の「役目」，「つくり」，「できること」

の関係を深く読み取らせるために，写真と文を対応さ

せて，大切な言葉を読み取らせる。 

 消防艇は，ポ

ンプやホースを

使って船の火事

を消すことがで

きるね。 

「～ための」や「あります」

という言葉を使ってクイズ

を作ると分かりやすいね。 

「役目」や「つくり」をヒ

ントにすると分かりやすい

ね。 

写真を指さしながらクイ

ズをすると分かりやすい

ね。 

年長児童の前で乗り物クイズ大会をする。 生活科との関連 

指導者     礒本 尚岐 
学校教育補助員 西尾 優子 

 それぞれの船の「役目」，「つくり」，「できること」

の共通点や相違点を見付けて交流させることで，大事

な言葉に着目させる。 


